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はじめに
国際オリンピク委員会(以下IOC)のオリンピック憲章によれば，オ
リンピズムは人生哲学であり，肉体と意志と知性の資質を高めて融合させ
た，均衡のとれた総体としての人間を目指すものである D オリンピズムの
目標はスポーツを人間の調和のとれた発展に役立て，平和な社会を推進す
ることである。このオリンピズムに立脚したオリンピックはスポーツを通
じた人類が生み出した英知の産物であり，平和でより良い世界を実現する
ことに貢献している O オリンピックは，今日多くのメディアで報道されて
いる華やかな部分だけが注目されている O しかし，本来は教育的な価値を
含んだ深く崇高な理念に基づく活動の一つであることがオリンピック憲章
を読んでいくと理解できる O さらに，オリンピックは決してトップアスリ
ートが繰り広げるスポーツだけを推奨している訳ではない。オリンピック
は，その精神を記した「オリンピズムの根本原則」の中でオリンピズムの
目標は， [""スポーツを人間の調和のとれた発達に役立てることにあるO そ
の目的は，人間の尊厳保持に重きを置く，平和な社会を推進することにあ
る」ことが明記されている O
我々スポーツに関わる者として，また大学において体育・スポーツの教
鞭をとる者としてオリンピック憲章の意味を深く理解し行動することは，
スポーツの持つ本来の価値に基づく教育活動を展開することに他ならない。
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本稿では,オリンピックを題材としつつ48年間の長さに渡り専修大学
において,体育･スポーツの教育活動に尽力された長島博教授の功績につ
いて筆者が関係したものを中心にまとめた｡
1.オリンピック招致活動への協力
2009年10月2日,デンマークのコペンハーゲンにおいて, 2016年夏季オ
リンピック･パラリンピッ開催地が決定した｡勝ったのは,ブラジル･リ
オデジャネイロ｡最終候補地としてプレゼンテーションに望んだ東京は,
残念ながら2回日に脱落と言う結果であった｡最終候補地には,ブラジル
･リオデジャネイロ,スペイン･マドリッド,日本･東京,アメリカ･シ
カゴが残り招致活動を続けてきた｡
今回,各都市の招致活動では,国民の支持率が大きな後押しとなった感
は否めない｡最終決戦に残ったリオデジャネイロ,マドリッドにおける招
致への国民支持率はそれぞれ84.5%, 84.9%と高い数億を示していたが,
日本における国民の支持率は55.5%に留まり,国内における関心の低さを
露呈した｡その大きな理由の一つは, 2回目の夏季オリンピックを開催す
る意義について広く国民に説明できなかった点が支持率に結び付かなかっ
たと考えられる｡ IOCのコメントによれば東京の招致計画自体は,他の
立候補都市と比較しても決して劣っていた訳ではないという｡むしろ安心
で安全な都市として世界的にも有名な東京は,オリンピック招致を行う上
でIOCとして歓迎すべき候補都市だったと言えよう｡しかし,現実的に
東京の支持率は上がらなかった｡このことを考えていくことは,今後の日
本におけるスポーツについて深く考察していくことに繋がるだろう｡
一方,国内におけるオリンピック･パラリンピックの招致活動に応援を
表明した大学もある｡最初に,東京オリンピック･パラリンピック招致委
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会と連携 ・協力協定を結んだのは，専修大学であるo 正確に記すならば，
法人として協定締結を したと言う方が妥当であろう D その影には社会体育
研究所からの働き掛けがあったことを知っている人は学内にも少ない。社
会体育研究所では， 2007年所長に長島博先生を推薦した。長島所長は，研
究所の方針として大学内外への「体育 ・スポーツにおける知の発信」 を掲
げた。研究所では，若手所員を中心として様々なアイデアが出され検討さ
れた。その中のーっとして， 2016年東京オリンピック ・パラリンピック招
致活動への応援表明があり，企画書を作成し専修大学OBの協力を得て法
人側へ働き掛け，囲内の大学として最初の連携 ・協力校となった。さら
に， 2008年には東京オリンピック ・パラリンピック招致活動を応援するた
めに社会体育研究所主催の学内シンポジウムを二つ続けて開催した。両シ
ンポジウム共に10号館の10301教室(総席数約600)が，ほぼ満杯となる大
盛況であり招致委員会からも多大な感謝の意が寄せられた。
社会体育研究所からの“知の発信"となった2008年のシンポジウムは，
「オリンピックがもたらすレガシー (遺産)Jというテーマで2008年1月12
日(水)に行われた。 1部の基調講演では，東京オリンピック ・パラリン
ピック事務総長の河野一郎氏より「オリンピック招致がもたらすレガシー
(遺産)Jについて様々な視点から貴重な資料と共に情報の提供を頂いた。
2部では，大学内で行うのにふさわしい内容の「オリンピックが大学ス
ポーツにもたらすもの」というテーマで，植田辰哉氏(バレーボール男子
日本代表監督)，宮下純一氏 (北京オリンピ ック競泳メドレーリレー銅メ
ダリスト)，佐藤満氏 (専修大学/ソウルオリンピ ックレスリング金メダ
リスト)というオリンピアンによるシンポジウムを開催した (写真 1)。
研究所の企画プロジ、エクト会議において 2部のテーマ設定が重要であ
るとの見解に至ったが，中々良いアイデアが出なかった。そこで，長島先
生より以下の指摘が成された。「オリンピック出場選手のほとんどは20-
30歳である O 大学を出て数年，あるいは大学に所属 しながら出場している
60 
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選手も多くいるのではないか。アスリートにとって大学時代は，極めて重
要な時期にあたることを意味しているのではないのか。シンポジウムでは，
“大学"をキーワードにして，オリンピックが大学スポーツにもた らすも
の，大学がスポーツ界に果たす役割についてデイスカッションを進めても
良いのではないか」との意見が出された。この助言は，長島先生ご自身が
バスケッ トボールのト ップアスリー トであったことと，1964年の東京オリ
ンピックにおける候補選手であった事にも関係しているであろう O さらに，
大学に勤務してからは，研究の課題を生涯スポーツに設定し広範囲な視点
からスポーツを捉えての研究を実施してきたことが今回のアドバイスに繋
がっていると考えられるO
結果として 2部のシンポジウムはシンポジス トの熱い生の話と，参加
した学生からの質問により多いに蝶り上がったことは言うまでもない。学
生達にスポーツに携わる一流の人々と交わる機会を提供することは，大学
の大きな役割の一つであり，この機会こそが「オリンピック招致がもたら
すレガシー (遺産)Jであったと言えるであろう O 競技スポーツの現場か
ら，大学において生涯スポーツを研究してきた長島先生は，スポーツの持
つ可能性についてシンポジウムを通して大学生が学ぶ機会の提供を考えて
いたように見受けられた。
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写真 2
写真 3
昨年に引き続き社会体育研究所からの“知の発信"となる 209 年のシン
ポジウムは， 209 年12 月16 日に開催された。場所は，前回と同様に10 号館
1031 教室で、行った。 4 限 5限の変則的な時間にも関わらず立ち見が出
¥、 f
る程の盛況であり，のべ100 人を超える人が参加した(写真 2) 0 冒頭所
長である長島先生より，スポーツの価値についてみんなで考える良い機会
であることが述べられた(写 真 3 )0 今回のテーマは， Iスポーツの価値と
は何か」 学生と考える，スポーツの未来像と題して， 基調講演に東京オリ
ンピ ック・パラリンピック事務総長の河野一郎氏に2016 年オリンピック ・
パラリンピック招致のレガシーと総括も合わせて行って頂いた。河野氏か
らは， 2016 年オリンピック・パラリンピック招致活動を通して，東京はス
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写真4
ポーツだけでなく，環境，経済，少子化，教育，共存など多くのことを考
える機会を得た。招致活動そのものがレガシーであったとまとめられた。
さらに，シンポジウムは河野氏と共に馳浩氏(衆議院議員，元文部科学
副大臣/文学部OB)を迎えて学生や OB，OGと一緒にスポーツの価値，
スポーツの未来像について考えた(写真4)。中でも馳氏からは国会議
としての立場から，スポーツと政治，スポーツ基本法，スポーツ権，健康，
教育等のキーワードで多くのことを考えさせてくれた。さらに，シンポジ
ウムの後半には，現役の専修大学生(文学部)と専修大学の卒業生(文学
部卒，現早稲田大学大学院生)が加わり， 一緒になってスポーツの価値に
ついて自分の意見を発表し議論を行った。また，フロアーからの質問を交
えてスポーツの未来像についても考えた(写真 5) 0
体育・スポーツ系の学部 ・学科のない大学において，これだけのシンポ
ジストを集めて学生と一緒にスポーツについて考える機会を得られたこと
は大きな意味を持つと同時に大きな一歩となったと考えられるO また，こ
の東京オリンピック・パラリンピック招致活動のレガシーに関するシンポ
ジウムは，次の大学へと受け継がれていくことになっている (写真 6) 0
この企画も社会体育研究所で考えたものである。その意味からも大学内外
への「体育 ・スポーツにおける知の発信」を掲げて所長になられた長島先
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生の功績は大きく実を結んだと言えるであろう O
もう一つ付け加えるならば，協賛に大塚製薬をつけ商品提供をして頂い
たことはこの不況時において大きな意味がある(写真7) 0 これも長島先
生の功績の一つである O
2. 2008北京オリンピックの事前調査
(財)日本オリンピック委員会(以下JOC)では，文部科学省(当時の
文部省)の「スポーツ振興基本計画」住J)を受け， 2001年に作成した国際競
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写真7
技力向上策 fJOCゴールドプランJil:2Jにおいて， 情報とその戦略的な活用
の重要性を掲げ実施してきた。その中で強化本部内に情報 ・医 ・科学専門
委員会を設置し，その下部組織に 3つの部会を設置した。その中で国内外
の情報収集 ・分析を行い，さらに戦略を立案する部会として'情報戦略部会
が設置された。情報戦略部会は，選手強化本部のシンクタンク機能を有し
ている O 筆者は， 情報戦略部会部会長としてオリンピックやアジア競技大
会開催H寺に様々な情報の収集 ・分析を中心となって行っている o 2008年に
開催された北京オリンビクは，多くの課題を抱えて大会に望まなければな
らなかった。それは，開催地である中国という 国の特殊性にも大きく 関係
していた。同じアジア圏でもあるにも関わらず，風土，文化が違い，さら
に歴史的な経緯を考えた場合，オリンピック前の情報収集は大きな意味を
持つことは言うまでもない。しかし，特殊な国であるがゆえ情報を容易に
収集することが困難であった。
筆者は人的なネ ットワークを屈指して情報収集に当たっていたが，仁ド々
思うような情報収集に至らなかった。そんな時， 長島先生より頂いた示唆
がこれらの課題解決のヒントとなった。長島先生より ，専修大学のネ ット
ワークを駆使するべきである，という助言を頂いた。さらに， 学内には多
くの研究所があり，その中の一つに社会科学研究所がある O 社会科学研究
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所には，中国をフィールドワークにする研究者もいる O そこにアプローチ
してみるのも一つの方法であるO 長ー島先生の助言に従い社会科学研究所ーの
研究報告書を調査していくと確かに中国をフィールドとして研究を行って
いる人々がいた。しかも北京市内をフィールドとしていた研究者もいるこ
とが理解できた。その中で北京に短期留学経験もある文学部大矢根先生に
アポイントを取り研究室を訪問した。大矢根先生は，北京をフィールドワ
ークの現場としていた時期があり様々な中国・北京情報に精通していた。
中でも興味をヲ|いたのは，専修大学社会科学研究所は，中国社会科学院と
の繋がりが強いということであった。中国社会科学院は言うまでもなく，
中国共産党のシンクタンク的な役割を担っている機関でもある O つまり，
大矢根先生を始めとした学内の社会科学研究所との連携は，北京オ リンピ
ックの調査において重要な役割を果たす可能性を持っていたと言えるであ
ろう D
さらに， 2007年の前期には，文学部の柴田先生が中国・北京の中国社会
科学院に短期留学中であったことも幸いし，北京オリンピックに向けた事
例調査に行く 事となった。調査団の一行および旅程は以下の通りであった。
北京オ リンピックのための事前調査隊
期間:2007年 6 月 1 日 ~5 日
場所 :中国 ・北京
調査者:長島博，柴田弘捷，大矢根淳，福島義和，久木留毅
北京市内の調査では， 大矢根先生の先導で様々な場所を訪問した。その
中でも大矢根先生達がフィールドワークを行っていた「胡同・凹合院jで
の調査は，中国社会を知るために有益な情報を収集することができた。筆
者は調査地に行く前に大矢根先生より，北京におけるフィールド調査の文
献をいくつ受け取っていた。「胡同」とは北京特有の昔ながらの路地であ
り，胡同の中の建物は，そのほとんどが「四合院」と呼ばれる建築様式を
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写真8
写真
とっている(大矢根2005)0現地に着いて，胡同の一角に入り四合院内も
何軒か見学すると共に聞き取り調査も行った(写真 8，9) 0 さらに，そ
の中で昼食をとり，僅かではあったが北京市民の生活の一旦を垣間見るこ
とができたことは大きな収穫であった。昼食時に一緒に出されたピールの
ラベルが，北京オリンピックの公式マークであったのが印象的であった(写
真10)。
この頃から日本の報道では，中国の食に関する問題を多く報道されるよ
うになって行った。ダンボール入りの鮫子，混入物入り食品，等々 O その
ため北京オリンピック選手団は，街のレストランでの食事は極力控えるべ
きだとの意見が多かった。もちろん，この判断は間違っていない。しかし，
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選手団に入らない者や過剰な報道が与える競技者達への影響を考えた場合，
実際に胡同での昼食や北京市内で大矢根先生が案内してくれた街の食堂で
の食事を食べても何ら影響が無かったことは現地で入手した大きな情報の
1つであった。
胡同は，北京の観光名所になっておりアメリカ元大統領のピル・クリン
トン氏も訪れているD しかし，北京市内に多く存在する胡同がオリンピッ
ク開催に伴い壊されていく現実もあることを調査中に大矢根先生から聞い
た。国家の威信を掛けてオリンピックを開催しようとする中国は，胡同と
いう街並がもたらす伝統的な文化よりも大切な近代的な景観を優先したと
いうことなのだろうか。それを印象付ける出来事として，北京市内で外国
人が立ち寄る王府井(ワンフーチン)では，中央通りから路地裏に入ると
日本の戦後の様な景観が広がっていた(写真11，12) 0 しかし， 筆者が2008
年北京オリンピック開催時には，その景観はまったくなかった。つまり，
先述の胡同同様に国家の方針の基で取り壊されたと考えることが妥当であ
ろう O ほんの一部ではあるが，この様にオリンピックがもたらす影の部分
を垣間見られたのは間違いなく，フィールド調査無くしてはあり得なかっ
たであろう O
さらに，調査は本質的な北京オリンピックに関するものへと移行してい
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写真12
った。仁|コでも「鳥の巣」と言われる北京オリンピックのメインスタジアム
付近の調査においては，建物も然ることながら取り巻く環境(排気ガスに
よる視界の悪さ)を確認することができた(写真13)0さらに，北京の観
光名所である故宮を見下ろす小高い丘が裏手にある O 初めて北京を訪れた
人達であれば，間違い無く故宮に入っていくだろうが故宮は 1日や 2日で
回れる規模ではない。それならと大矢根先生が案内してくれたのが，故宮
裏手の丘だ。後日、この丘から見た故宮の壮大な広さと上述のメインスタ
ジアム付近の排気ガスについて，ここで、撮った写真が大きな意味を持つこ
とになる(写真14)0 帰国後にJOCが開催する各競技団体の強化担当者を
集めたカンファレンスにおいて，この時に撮影した映像を資料として流し
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写真14
/ 
が，参加者は排気ガスにより視界が妨げられている映像を観て大きな衝撃
を受けていた。しかし，各競技団体としては 1年前に多くの映像と共に
北京市内の状況について情報提供を受けたことが，その後の戦略立案に大
きな意義があったと言えるD 具体的には 1年後のオ リンピック時におい
て，いつ北京入りするのかを検討するき っかけになったことは間違いない。
さらに，大矢根先生にはJOCが開催する別のカンフ ァレンスにおいて，
各競技団体の強化ス タッフの前で北京市内の環境，中国という国，中国文
化等について社会学者としての立場から様々な情報の提供を頂いた。カン
ファレンスでは，これまで、に無かったほど多くの質問も出て参加者の反応
はとても良かった。また， 多くのメディアから大矢根先生に取材が殺到し
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たことを後日知った。
この様に，学内における連携を駆使することで今までスポーツの世界だ
けでは解決できなかった諸問題に対して，突破口を開いた点においても長
島先生の功績は大きく 評価できょう o
まとめ
2009年8月末に民主党は，多くの改革案を掲げて衆議院議員選挙に快勝
し新しい政権が誕生した。その中で象徴的な改革のーっとして，行政刷新
会議による「事業仕分けjが行われた。スポーツもその標的のーっとして
取り上げられ，スポーツ予算は縮減と判断された。しかし，このことの盲
意は予算が縮減とされたことではなく，我々スポーツに関わる者がスポー
ツの存在価値を問うてこなかったことが最も重要な問題であろう O さらに
言えば，大学レベルにおいてもスポーツの価値は問われてこなかった。も
ちろん，専修大学においても同様である。その中で長きに渡り スポーツの
価値を問い，実践しその意義を広める努力をしてきたのが長島先生であっ
たことは， 多くの卒業生や同僚が理解しているO
2016年オリンピック・パラリンピック招致は，成功しなかった。しかし，
この活動が多くのレガシー(遺産)を残したことは 2009年12月に開催さ
れた専修大学のシンポジウムにおいて参加者からの意見でも理解できたO
同様に長島先生が残したレガシーは，我々所員に受け継がれている o 12月
の社会体育研究所の総会で新しい所長として佐藤雅幸先生が選出された。
長島イズムを継承しつつ新しい方針が打ち出されるだろう O そして，来年
も社会体育研究所の公開シンポジウムは開催される O
オリンピックと社会体育研究所所長 長島 博 教授の功績 71 
注
1)スポーツ振興法に基づく我が国におけるスポーツの振興に関する基本計画。中で
も競技スポーツにおいては，オリンピ ックにおけるメダル獲得数を3.5%にすること
を目標に掲げている。
2 )わが国の今後のスポーツのあり方について明示した「スポーツ振興基本計画Jの
中に誕われたオリンピ ックでのメダル獲得率を倍増させるという数値目標を達成す
るため， JOCは具体的国際競技力向上戦略として2001年4月 iJOCGOLD PLANJ 
を策定し発表した。
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